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Abstract: The purpose of this study is to clarify actual formation process of warehouse district. As a result, it clarified following; 

(1) The wholesaler district initial period, (2) The wholesaler district expansion period, (3) The land use transition period. 

 

１．研究目的；下町風情が残る東東京エリアを中心

に，遊休倉庫を新たな用途で活用する「倉庫リノベー

ション」が増加している１）．中でも，東神田・馬喰

横山地区は，古くから繊維業を中心とした問屋街が形

成されている一方，現在では問屋倉庫の一部がカフェ

やギャラリー，ホテル，シェアオフィス等にリノベー

ションされ，当該地区の重要な都市機能の一端を担っ

ている．このような「倉庫リノベーション」は地域の

歴史的文脈を汲み取り，都市のコンテクストを活かし

た整備方法であるべきと認識する． 

そこで本研究では，東神田・馬喰横山地区周辺を対

象に，問屋街の成り立ちを歴史変遷から読み解くこと

で，当該地区の地域特性を捉えることを目的とする． 

２．研究方法；以上より，表１に示す調査を実施した．  

３．結果および考察；表１の調査結果より，対象地区

の歴史を時系列で整理した結果，問屋産業が形成され

た「問屋街形成期」，都市基盤が整備された「インフラ

形成期」，多様な土地利用が展開した「問屋街転換期」

に大別した（図１）．以降は図１をもとに考察する． 

（１）問屋街形成期；図１-①より，［東神田地区］で

は 1700 年頃にかけて，神田川沿いが武家地から町人地

へと変化したことで，神田川の右岸の柳原土手付近に

舟運を利用した古着を扱う露店が多く建ち並ぶように

なる２）．一方，隣接する［馬喰町・横山町地区］では，

問屋街形成の起源は異なるが，［馬喰町地区］では明暦

の大火後に関東郡代が置かれたことで，旅人宿として

発展する２）．一方，日光街道沿いの立地を活かし，当時

から商業地として栄えていた［横山町地区］では，馬

喰町の宿泊者に向けた問屋が広がったとされる１）． 

また，この地区では，「暖簾分け制度」による問屋の展

開がみられた．  

（２）問屋街拡大期 

１）インフラ形成期；図１–②より，［東神田地区］で

は柳原土手の取り壊しに伴い露店は消滅するが，柳原

通りが整備され，1881 年には「岩本町古着市場」が開

設される３）．一方，［馬喰町・横山町地区］では 1914 年

の東京駅の開業による宿泊需要の減少により，馬喰町

地区の旅人宿が縮小したことで横山町地区の問屋街が

広がり，「横山町馬喰町問屋街」が形成される４）．その

後，1923 年の関東大震災により甚大な被害を受けた両

地区では区画整理と靖国通り等の広幅員道路が整備さ

れ，地域の骨格となるインフラが形成される．また，

［東神田地区］では古着市が取り払われ「既製服問屋

街」へと変貌を遂げ，［馬喰町・横山町地区］では整備

された新道通りを中心に「横山町馬喰町問屋街」が復

興し，より一層の活況を呈することになった３）． 

２）問屋街最盛期；図１-②より，その後の戦時体制に

伴い衣類が配給制となったことで問屋街は活気を失い，

さらに第二次世界大戦の空襲被害によって，地区一帯

が焼失する．戦後は繊維産業の回復によりめざましい

復興を遂げ，［東神田地区］では，戦災瓦礫の残土処理

のため龍閑川と浜町川が埋め立てられ，地価が安いこ

とから「神田繊維街」となり，その後は既製服の利用

が広がり問屋街を形成していく５）．一方，［馬喰町・横

山町地区］では戦後まもなくバラック建築が建ち並ぶ

新道通りを中心に急速に復興する．こうして震災，戦

災を経て洋装化への転換が起こり，1950 年頃にはこの

地帯は繊維・衣類産業の一大中心地を形成していく３）．  

（３）問屋街転換期；図１-③より，デフレによる影響

は，「横山町馬喰町問屋街」が中小規模かつ現金問屋で

あったことから免れた６）．しかし，1960 年代後半頃か

ら卸売業を生業とする問屋の役割が低下し，当該地区
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の主要産業である繊維・衣類卸売業にも大きな影響を

与えた７）． 

さらに，戦後の問屋建築は倉庫兼事務所で構成され

たビル化が進んだが，「2003 年問題」によるオフィス供

給過多等の影響により，多くの問屋建築が遊休化して

いったと考えられる．一方，2000 年頃から都心回帰の

動きが起こり，集合住宅開発が活発化した．こうして

かつて地区一帯に広域的に広がっていた問屋は，新道

通り周辺に集約されたと考えられる．このように，土

地利用の更新が進む中で，地域資源である問屋建築を

活用したエリア再生の動きもみられた． 

４．まとめ；以上より，当該地区では①河川や街道に

接続した利便性の高い立地に加え，問屋の継続的展開

を促す制度により問屋が形成し，②度重なる災禍の中，

繊維産業の盛んな需要により問屋が拡大し，③産業構

造が変化する中，時代のニーズに合わせて柔軟に問屋

街の転換が行われたことを明らかにした． 
補注；（１）本研究では，荷捌き・保有機能を有する倉庫，作業場，工場と判断したものを総
称して「倉庫」とする．なお，当該地区は，江戸時代から続く問屋街である．問屋は，卸売
りとしての機能だけでなく，保管機能も有していることから，倉庫として分類する． 
参考文献；１）ミツカン水の文化センター：「水の文化」，No.57，pp.18~23，2017.10 / ２）
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［凡例］（年表）〇：産業関連の記述，■：インフラ整備の記述，◆：社会の出来事，□：本文記載事項 |（地図）―：主要道路等，―：河川/掘割，■：問屋街/市場，■：旅人宿，■：駅 
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1658年：■下町の防災拠点として竜閑川が 

整備される９） 

1703年：〇神田川右岸の武家屋敷が町屋化される 10） 

1657年：〇移転した寺院跡地に関東群代が移転２） 

1688～1704年：〇横山町・馬喰町に問屋街が集住７） 

1657年：〇■移転した本願寺跡地に町屋が移転８） 

1657年：〇旅人からの求めに応じ小間物問屋が開店２） 

1914年：〇東京駅の開業で旅館業が衰退４） 1905年：■問屋街の中心が横山町大通り

から新道通りへと移る 6） 

1876年：■柳原土手を取り壊し，柳原通りが 
整備される 11） 

1881年：○最初の既製服商が神田柳町に開業する５） 

〇富沢町の古着市が移転し，２）「岩本町古着市場」
が開設する ３） 

1923年：■区画整理によって新道通りが通りとして整備される 12） 

〇横山・馬喰町問屋街は復興震災復興を経てその規模を拡大する６） 

1867年：〇自由経済へと移行したことで,問屋の相対的地位が低化６） 

1905年：■横山町大通り，馬喰町に馬車鉄道が開通（その後横山町では地域の反対により廃止６） 

1923年：■区画整理によって古着市が取り払われる３） 

1929年：〇第一次世界大戦後，洋服文化が進行し， 
「古着市場」から「既製服問屋街」へと変貌３） 

〇問屋の会社組織化に伴い，職場と住居の 
分離化が見受けられる５） 

1990年代：◆バブル崩壊，〇都心回帰による集合住宅開発が活発化 

2000年代：◆2003年問題，◆遊休不動産を活用したアートイベント CET の実施 

 

 

1954年：◆デフレによって日本橋方面の大問屋は影響を受けるが，中小規模の横山町馬喰町問屋街

は影響を免れる６） 
1967年：◆量販店の進出，消費者のデザイン性重視など

の影響で経営危機感がでる７） 

1937年：〇戦時体制に伴い，衣類も配給となり，配給会
社への統一または転廃業を余儀なくされる５） 

〇横山町の問屋街が馬喰町方面に波及 

集合住宅/リノベーション活用/横山町馬喰町問屋街（新道通り） 
 

〇東神田の繊維業が馬喰横山方面に波及 

→問屋街は新道通り周辺に集約[地図４] 

〇問屋街 → 規模縮小 

柳原土手 
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日光・ 
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横山町馬喰町 
問屋街 

馬喰町駅 

横山町馬喰町 
問屋街 

神田 
繊維街 

〇旅人宿（馬喰町）[地図１] 〇問屋街（横山町）[地図１] 

〇古着屋街（柳原土手付近）[地図１] 

〇既製服問屋街・東京衣類市場（東神田）[地図３] 

〇問屋街 → 衰退 

東日本橋駅 

0m 200m 0m 200m 0m 200m 0m 200m 

1962年：○都営地下鉄浅草線東神田駅，1972年：JR 総武線馬喰町駅馬喰町，1978年：都営地下鉄新宿線馬喰横山駅が開業 

横山町馬喰町問屋街（新道通り）[地図４] 

〇横山町馬喰町問屋街（新道通り） 

1945年：◆二回の空襲によりほとんど全滅となる７） 

1946年：〇■戦後すぐにバラック建築を建て，急速に復興し問屋街は 1/3は復興する７） 

〇戦前は個人経営だったが，戦後は法人組織になる７）  

1950年：■浜町川が住宅対策上埋め立てられる 14） 

〇問屋街で多くの現金が動くようになり銀行が多く集まる７） 

 

〇問屋街（馬喰町・横山町） 

〇古着市場（岩本町付近）[地図２] 〇横山町馬喰町問屋街（新道通り） 

〇横山町馬喰町問屋街（新道通り）[地図３] 

〇神田繊維街（浜町川跡）[地図４] 

参考文献 15） 参考文献 16） 参考文献 17） 参考文献 17） 

図 1 東神田・馬喰横山地区の歴史的変遷［参考文献２）~17）より筆者作成］ 

馬喰横山駅 

1945年：■戦後の残土処理で竜閑川が 
埋め立てられる 13） 

1946年：〇戦災や震災の影響で既製服の利用が広がり，
繊維問屋は拡大５） 

1950年：〇東京の衣料業界も復興し，地区一帯が洋服の
一大生産地となる３） 
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